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服へのこだわりがある
⼩学部低学年⼥児が

スケジュールを活用して
体操服を着るための指導
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指導目標

【⻑期⽬標】

朝の着替えから帰りの着替えまでの

間，体操服を着て学校生活を過ごす

ことができる。

【短期目標】

Tシャツを着脱することができる。

3

方法
【対象児】

F児（⼩学部２年⽣ ⼥児）

自閉性障害・言語発達遅滞

LDT-R stageⅡ S-M社会能⼒検査３歳１１ヶ月

【指導場面】

日常生活の指導

【般化場面】
学校生活全般

【教材】

リボン柄がプリントされたTシャツ

「Tシャツきる」と「Tシャツぬぐ」のスケジュールカード

4

手続き
【ベースライン】

（１）提示されてある１日のスケジュー
ルの間に、「Tシャツきる」「Tシャ
ツぬぐ」のスケジュールカードを
セットにして貼っておく。

（２）児童が「Tシャツぬぐ」のスケ
ジュールの前にTシャツを脱いでもや
り直さず、次の活動に取り組むよう
促す。

（３）最初はTシャツを着ることができ
たら、「すごい」と拍手をして賞賛
する。スムーズに取り組めるように
なってきたら、過度に反応せず、⾒
守るようにする。
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手続き
【ステップ１】

（１）「Tシャツきる」と
「Tシャツぬぐ」のスケ
ジュールの間に、「あそ
びせんたく」のカードを
貼っておく。

（２）「あそびせんたく」
は遊べる時間をタイマー
で示し、鳴ったら遊びを
終えるよう促す。

（３）Tシャツを着てから脱
ぐまでの時間を計測する。

6

記録方法

キッチンタイマーを用いる。児童がTシャ
ツを着た時点でスタートボタンを押し、T
シャツを脱ぐまでの時間を計測して記録す
る。

「Tシャツきる」と「Tシャツぬぐ」の間に
どのようなスケジュールがあったかを記録
しておく。



2

7

達成基準

ステップ１：Tシャツを５分間きることが
できる。

ステップ２・３：スケジュール通りにT
シャツを着脱することができる。（随時
ケース会で検討する。）
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中止基準

「Tシャツきる」のスケジュールを取るこ
とを拒否したり、着ることを拒んだりす
る事が２⽇続いたら、⼿⽴てを検討する。

Tシャツを着てから、「Tシャツぬぐ」の
スケジュールの前に、途中で脱いでしま
う事が２⽇続いたら、⼿⽴てを検討する。

9
図 児童がTシャツを着ていた累積時間（分）
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結果（１）

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

時
間
（
分
）

ベースライン

ステップ１

ステップ２

ステップ３

10

結果（２）

ベースラインでは、Tシャツを着てから「T
シャツぬぐ」のカードを取る前に、10〜
20秒でTシャツを脱ぐことがあったが、記
録の最終日（10月2日）は学校生活の内、
40分以上Tシャツを着ることができた。

指導を始めてからは、Tシャツを途中で脱
ぐことはなかった。
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結果（３）

今まで着ることを強く拒否していた運動会
用のTシャツを、「Tシャツきる」「Tシャ
ツぬぐ」のカードを使用することで、着る
ことができるようになった。10月4日の交
流学習には、このTシャツを着て参加する
ことができた。（般化）

12

考察

「Tシャツきる」と「Tシャツぬぐ」のカー
ドの間に、「あそびせんたく」という児童
の好きな活動を入れることで、Tシャツを
着る⾏動が強化されたと考えられる。
「きる」と「ぬぐ」のカードをセットで提
示したことで、⾒通しを持つことができた
と思われる。
今後はカードの間の活動の数を増やしてい
き、Tシャツや指定した服を、1日を通して
着ることができるようにしていきたい。
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現在の取り組み

現在は、指定された冬服（トレーナー）を
着ることができるように取り組んだ。

その結果、トレーナーを着て、落ち着いて
課題学習に取り組めるようになってきた。


